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二次評価結果

　評価できる取組

・デマンドバスが名神安八バス停に乗り入れ、にしみのライナーへの接続を確保し、利便性が向上したことを確認
しました。
・事前登録した高齢者・障がい者を対象に、デマンドバスのドア to ドアサービスを開始され、利用者の負担が軽
減されたことから、公共交通の利用促進に繋がっていることを確認しました。
・65歳以上の高齢者を対象に、デマンドバス回数券の購入費の半額を助成し、公共交通を利用した外出機会の
創出に取り組まれていることを確認しました。

　期待する取組

・デマンドバスの利用者数が回復傾向ではあるものの、目標値に達していないことから、地域住民の利用状況を
把握し、また運行事業者からのヒアリング等も実施し、課題解決のための施策を検討いただくことを期待します。
・南北線について、利用者が低迷していることから、利用者増加策の実施を期待します。
・市内を運行している地域間幹線系統について、引き続き、輸送量等現状の把握に努めるとともに、岐阜県、関
係市町、運行事業者等関係者と連携して更なる利用促進を図るよう期待します。


